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令和 8 年の新春を迎え、新年のご挨拶を申し上げます。 

昨年は、岩手県大船渡市の林野火災、青森県東方沖地震などの 

自然災害が発生するとともに過去最も早い６月の梅雨明けから猛 

暑が続き、群馬県伊勢崎市では日本国内歴代最高気温となる 41.8℃ 

を観測するなど気候変動の影響がますます顕在化した年でした。 

日本経済は、顕著となった物価上昇の中、緩やかな回復を続けた 

とされるものの本会が関連する業界においては実感からは程遠く、 

産業用火薬類の出荷は爆薬が 26,671 トン（前年比 96.5％）、電気 

雷管も 572 万個（前年比 91.4％）といずれも前年を下回る見込み 

です。令和 8 年の需要予測につきましては、爆薬 26,050 トン（前年比 97.7％）、電気雷管 557 万個

（前年比 97.4％）と減少傾向に歯止めがかかるのは難しいようですが、政府・民間ともに建設投資は

継続して増加の見込みであることから、社会基盤整備に大きな役割を果たす産業用火薬類の需要減少

が底を打つことが期待されます。 

さて、1 月には本会が長らく期待していました火薬庫の軽微な変更の工事の追加（規則第 14 条）等

に関する改正が施行され、火薬庫の自動警報装置の感知部の変更工事が知事の許可が必要な「火薬庫

設置等許可申請」ではなく「火薬庫軽微変更届」で済むこととなり、爆薬庫、火工品庫を各 1 棟、あ

るいは実包庫を所有する販売店においても、一定の条件の下、火薬類を貯蔵したままで変更の工事が

可能となったものです。このことにより老朽化した感知部を変更することや、赤外線式センサーを使用

する警備会社の警戒システムを容易に導入できるようになりました。 

銃砲関係では、銃砲所持者数の減少が続く中、3 月に改正銃刀法が全面的に施行となり、「ハーフラ

イフル銃の規制強化」「眠り銃の許可取消要件の厳格化」等の運用が開始されました。 

その一方で、クマの日常生活圏への出没により人身被害が急増したことから、9 月より「鳥獣の保

護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（鳥獣保護法）」の改正による『緊急銃猟制度』が開始さ

れました。クマ等が人の日常生活圏に侵入する事態に対し、安全かつ迅速に対応することを目的とし

たもので、銃猟によるクマ等の駆除がクローズアップされることとなりました。 

昨年 1 年間の火薬類の事故件数は、前年とほぼ横ばいの 44 件でしたが、残念ながら火薬類の流通に

おける事故が１件発生しました。今年こそは火薬銃砲類の流通における事故の発生を再びゼロとなる

よう、保安の確保に係る活動に全力で取り組んでまいりますので、皆様のご指導、ご協力をお願い申

し上げます。 



本会の事業運営につきましては、4 月および 10 月の理事会および 5 月の定時社員総会はいずれも希

望者があったため WEB 併用開催とし、出席者数の最大化を図りました。 

本会の根幹となる火薬銃砲類流通保安対策事業については、令和 5 年度より検討を進めてきた新し

い流通保安教育制度を開始しました。まずは、日火連と契約を締結して頂いた 13 の都道府県組合に教

育実施受託団体として対面型で流通保安教育講習会を開催して頂き、新たな受講メディアとして e ラー

ニングによる講習を 11 月に開催しました。今後はさらに受託団体を増やしていき、火薬銃砲類の流通

に携わる多くの方々の保安意識の更なる向上と最新知見の共有等を通じて次代の人材育成に微力なが

ら努めてまいりますので、各組合におかれましてもよろしくご協力のほどお願い致します。 

第二の事業の柱である広域認定制度については、19 年ぶりに本年 4 月より廃棄料金の改定を実施す

ることとしました。“火薬類の不正流出、不法投棄等の防止”を目的として、社会的な保安の確保に大き

な役割を果たしている不用実包等の廃棄処理事業を継続して行っていくため、認定処分業者、認定販売

店の皆様のご理解とご協力をお願い致します。 

そしてもうひとつの重要な活動である経営セミナーは、12 月 3 、4 日の両日、アルカディア市ヶ谷

において 44 名の参加を得て開催しました。初参加が 8 名、女性の参加者が 7 名と前年にもましてこ

のセミナーが少しずつ広がってきていることを実感する顔ぶれで、講義の内容だけでなく、参加者間の

交流においても内容のある有意義なものとなりました。 

さらに銃刀法改正に伴って、「実包等管理帳簿」と「猟銃等講習会試験対策例題集」の全面改訂を行

い、管理帳簿は改訂版を 6 月から、例題集は「猟銃等講習会試験対策例題集Ⅳ」を本年 1 月から出荷

しておりますので、是非ご活用ください。 

最後に、日火連会員・構成員の皆様のこの一年の益々のご発展ご健勝を心より祈念致します。 


